
今
こん

週
しゅう

の聖
せい

書
しょ

研
けん

究
きゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「教
きょう

育
いく

―天
てん

国
ごく

に備
そな

える教
きょう

育
いく

」     

 

第
だい

1 0
じゅう

課
か

  芸
げい

術
じゅつ

や科
か

学
がく

における教
きょう

育
いく

 

北
きた

 睦
むつ

夫
お

 

 

１
いち

．安
あん

息
そく

日
にち

午
ご

後
ご

：今
こん

週
しゅう

のテーマ 

芸
げい

術
じゅつ

や科
か

学
がく

などの教
きょう

育
いく

は、この世
せ

界
かい

の全
すべ

てを創
そう

造
ぞう

された神
かみ

の驚
おどろ

くべきみ業
わざ

と関
かん

連
れん

づける（繋
つな

がる）ことか

ら始
はじ

まります。 

 

２
に

．日
にち

曜
よう

日
び

：主
しゅ

のみ 

芸
げい

術
じゅつ

と科
か

学
がく

は、この世
せ

界
かい

を創
そう

造
ぞう

されたときの神
かみ

のお気
き

持
も

ちを考
かんが

える時
とき

、最
もっと

もうまく教
おし

えることができます。 

 

３
さん

．月
げつ

曜
よう

日
び

：聖
せい

なる輝
かがや

き 

神
かみ

は美
うつく

しいものを愛
あい

されますが、外
がい

面
めん

的
てき

な（洋
よう

服
ふく

やアクセサリーなど外
そと

から見
み

る）美
うつく

しさよりも内
ない

面
めん

的
てき

な

心
こころ

の美
うつく

しさ、品
ひん

性
せい

の美
うつく

しさを愛
あい

されます。 

 

４
よん

．火
か

曜
よう

日
び

：間
ま

違
ちが

った教
おし

えの専
せん

門
もん

家
か

 

専
せん

門
もん

家
か

の知
ち

識
しき

にも間
ま

違
ちが

いはあります。その間
ま

違
ちが

った知
ち

識
しき

によって、信
しん

仰
こう

の道
みち

を踏
ふ

み外
はず

すことにもなります。 

一
いち

テモテ６
ろく

：２０
にじゅう

－２ １
にじゅういち

。 

 

５
ご

．水
すい

曜
よう

日
び

：愚
おろ

かさと知
ち

識
しき

 

芸
げい

術
じゅつ

や科
か

学
がく

は、知
ち

識
しき

だけでは、危
き

険
けん

です。知
ち

識
しき

を生
い

かすための神
かみ

からの知
ち

恵
え

が必
ひつ

要
よう

です。 

科
か

学
がく

の専
せん

門
もん

的
てき

な知
ち

識
しき

がありながら大
たい

量
りょう

破
は

壊
かい

兵
へい

器
き

を製
せい

造
ぞう

するような愚
おろ

かな科
か

学
がく

者
しゃ

もいます。 

私
わたし

たちの知
ち

識
しき

は、神
かみ

からの知
ち

恵
え

を頂
いただ

くことによって、最
さい

適
てき

に生
い

かすことができるのです。 

 

６
ろく

．木
もく

曜
よう

日
び

：ヨブに答
こた

えられた主
しゅ

 

科
か

学
がく

では、神
かみ

がすべてのものを創
そう

造
ぞう

されたということを証
しょう

明
めい

（本
ほん

当
とう

であると確
かく

認
にん

することが）できないと言
い

っ

ています。 

しかし聖
せい

書
しょ

は、神
かみ

は、すべてを創
そう

造
ぞう

されただけでなく、それを維
い

持
じ

して（創
そう

造
ぞう

された全
すべ

てが変
か

わらないようにし



て）おられると言
い

っています。 

ヨブ記
き

３８（さんじゅうはっ）章
しょう

参
さん

照
しょう

。 

 

７
なな

．金
きん

曜
よう

日
び

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

「初
はじ

めに、神
かみ

は天
てん

地
ち

を創
そう

造
ぞう

された」（創
そう

世
せい

記
き

１
いち

：１
いち

）という起
き

源
げん

に関
かん

する聖
せい

書
しょ

の言
こと

葉
ば

について、超
ちょう

自
し

然
ぜん

的
てき

な

ことを否
ひ

定
てい

する（自
し

然
ぜん

には絶
ぜっ

対
たい

に起
お

きないような奇
き

跡
せき

を信
しん

じない）科
か

学
がく

では、説
せつ

明
めい

することはできません。 

 

■証
あかし

 

私
わたし

が、北
ほく

陸
りく

の富
と

山
やま

県
けん

で働
はたら

いていた時
とき

の話
はなし

です。T
ティー

さんという、事
じ

業
ぎょう

（仕
し

事
ごと

）に失
しっ

敗
ぱい

し、生
い

きる望
のぞ

みを失
うしな

って、家
いえ

に引
ひ

きこもっていた初
しょ

老
ろう

（６０
ろくじゅっ

歳
さい

ぐらい）の男
だん

性
せい

がいました。心
しん

配
ぱい

した奥
おく

様
さま

が、「家
いえ

にばかりいたら体
からだ

に悪
わる

いから、外
そと

の空
くう

気
き

を吸
す

っておいで」と、中
ちゅう

古
こ

の軽
けい

トラックを買
か

い与
あた

えました。T
ティー

さんは、あてもなく運
うん

転
てん

し

ていましたが・・・。気
き

が付
つ

いたら立
たて

山
やま

の雪
ゆき

山
やま

のふもと（下
した

）に車
くるま

を留
と

めていました。大
だい

好
す

きな立
たて

山
やま

で最
さい

期
ご

を迎
むか

えたい、そのような思
おも

いで、雪
ゆき

山
やま

を登
のぼ

り始
はじ

めました。一
いち

面
めん

は雪
ゆき

の銀
ぎん

世
せ

界
かい

です。しばらく登
のぼ

って、一
ひと

息
いき

ついて、ふ

っと振
ふ

り返
かえ

った時
とき

に、彼
かれ

は、大
たい

変
へん

に驚
おどろ

くべき光
こう

景
けい

に出
で

会
あ

いました。それは、雪
ゆき

山
やま

に咲
さ

く一
いち

輪
りん

の花
はな

でした。こん

な雪
ゆき

山
やま

に、それも一
いち

輪
りん

の花
はな

、T
ティー

さんは、その一
いち

輪
りん

の花
はな

に、身
み

震
ぶる

いするほどの感
かん

動
どう

を覚
おぼ

えました。その一
いち

輪
りん

の花
はな

に生
い

きる力
ちから

を頂
いただ

いた T
ティー

さんは、ドン底
ぞこ

（人
じん

生
せい

で一
いち

番
ばん

悪
わる

い時
とき

）から立
た

ち上
あ

がり、事
じ

業
ぎょう

を再
さい

開
かい

致
いた

しました（仕
し

事
ごと

をもう一
いち

度
ど

始
はじ

めました）。 

神
かみ

の創
そう

造
ぞう

の業
わざ

は、人
ひと

に生
い

きる力
ちから

を与
あた

えるという証
あかし

です。 


